
 

〒150—0002東京都渋谷区渋谷 2—2—10青山 H＆Aビル 3F 

★マスク着用・会場の換気など感染予防対策をとって開催いたします。感染予防対策のためすべてオンライン開催に変更または中止になる場合があります。 

世界のことばで話してみよう。世界に開かれた心を育む。 教 育 講 演

会 

後援：会津若松市教育委員会・喜多方市教育委員会・会津坂下町教育委員会・湯川村・ 

湯川村教育委員会・公益財団法人福島県国際交流協会 

親子で参加できる講演会ワークショップ 

道の駅あいづ 湯川・会津坂下 

６/20（日）13:30～15:00 

会津稽古堂 

６/27（日）10:30～12:00

道の駅あいづ 湯川・会津坂下 

参加 
無料 

限定１０組・予約制 

限定１０組・予約制 

※赤ちゃんからシニアまで。 

※お一人でも参加できます。 

※無料託児あり（要予約） 

受付 (平日) 

10:00～17:30 

★会津地域連絡先：080-1826-4027 矢口★  
 
  

福島ヒッポ 

申込 QR 



 

 

★講師紹介★ 

6月20日（日） 中村 智子（言語交流研究所研究員） 

 

 

 

 

 

6月27日（日） 水越 美果（言語交流研究所研究員） 

                      大学生の娘が 4 歳の時に多言語活動を始めまし

た。多言語と多世代の環境で、娘はもちろん、私

たち夫婦も、ことばと人に壁を作らずコミュニ

ケーションできるようになりました。 

家族の体験を通して見つけた「多言語の魅力」に

ついてお話しします。  （仙台市在住） 

  

当時4歳の娘にせめて英語くらいは、多言語 

だと世界が広がるだろうな、との思いで始め 

ました。いろいろな国の方にも出会い、どん 

な人とも、誰とでも、何語でもに日々感動！ 

当日は多言語の環境が育てる子育てや豊かさ、 

人間力についてお話したいと思います。（青森県八戸市在住） 

 

当日のプログラム 

★多言語活動紹介 

★講師のお話 

★活動を体験してみよう 

★感想シェア・懇談タイム 

 

世界初！ 多言語×脳科学 

 多言語の音にふれながら自然に習得することの 

  重要性が脳科学的に明らかになりました。 
 

2016 年にスタートした米ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ工科大学（ス

ザンヌ・フリン教授）・東京大学（酒井邦嘉教授）・

言語交流研究所ヒッポファミリークラブとの共同

研究で、多言語話者の方が二言語話者より新たな

言語を容易に習得できることが、脳科学的に初め

て実証され、英オンライン総合学術誌 Scientific 

Reports に論文が掲載されました。 

日本の外国語教育で英語ばかりが取り上げられる

中、多言語の音声に触れながら自然に習得するこ

との重要性が脳科学的に裏付けられました。 

 

♪講座・ワークショップ参加者の声 
◎感受性豊かな年ごろの子どもたちに誰とでも明るく関わりを持つことの大

切さを伝えたいと思い参加しました。たくさんのヒントをもらいました。                               

（教員 男性） 

◎皆さんがいろいろなことばを話しているので、驚きました。子育ても楽し

んでいるのが伝わってきて、私も楽しい子育てを楽しむ方法を見つけられ

ればと思いました。                 （１才児・母）                

◎私は今まで外国は怖いし、外国語も難しいと思っていました。でも、こと

ばを話すことは楽しいとわかりました。     （小学５年生、女子） 

◎今まで英語には興味がなかったけど、興味がでました。そして、外国に行

ってみたくなりました。            （小学４年生、男子） 

 

豊かな世界が見えてくる 

 

右より 

酒井邦嘉教授 

（東大・言語脳科学） 

スザンヌ・フリン教授 

（MIT・多言語獲得研究） 

鈴木堅史代表 

（言語交流研究所） 

 

10:00～17:30 

当日は夫の俊和さんから

のお話も聞けます 

英語ひとつでなく、いろんなことばに心を開くと、 

豊かな世界が見えてくる 
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